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一 側 多 発 性 腎 細 胞 癌 の1例
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   A 61-year-old woman was diagnosed with a renal tumor of the left kidney by ultrasound 
sonography during a health check-up. Computerized tomography (CT) and colored Doppler 
ultrasound sonography demonstrated two hypervascular tumors as typical renal cell carcinomas. A 
radically nephrectomized specimen was step-sectioned. Four tumor nodules were detected 
macroscopically, and 47 small nodules were detected microscopically, showing the clear cell type and 
alveolar growth pattern. Then all nodules including the 47 small nodules were diagnosed renal cell 
carcinoma. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  47: 179-181, 2001) 
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緒 言

最近の画像 診断技術 の向上 と検診体制 の普及 に よ

り,早 期の しか も,小 さい腫瘍径 の腎細胞癌 が発見 さ

れてい る.lcm以 上 の腫瘍径で あれば,確 診可能で

あ るので,術 前 に多発性腎細胞癌 と診断 されることが

容易になって きた.

今 回,わ れわれは,術 前に2個,摘 除標本 の連続割

面における肉眼的検索で,さ らに2個,連 続割面の顕

微鏡的検索 で,さ らに47個 の微小 な腎細胞癌 を認めた

症 例 を経験 したので,文 献 的考察 を含め て,報 告 す

る.

症 例

患者:61歳,女 性

主訴:腎 腫瘤精査

家族歴 既往歴:特 記すべ きこ とな し

現病歴:1998年10月,検 診 の腹部超音 波にて左腎腫

瘤 を指摘 され,1998年11月10日 当科外来 を受診 した.

現症:身 長165cm,体 重60kg,血 圧140/92mmHg.

検査 成績:検 血,血 液生化学 と もに,異 常所見 を認

めなか った.赤 沈15mm/時.尿 検 査で は,RBCO～

2/hpf,WBCO～2/hpf,潜 血(2+),尿 細 胞診陰性で

あ った.

腹 部超音波検査:左 腎の上極 に径3×3cm,充 実 性

で中心 部はややhigh,辺 縁 はlowechoicの 不均 一な

腫瘍 を認め,カ ラー ドップラーで は不整 な走行 を示す

hypervascularな 血 流像 を認 め,腎 細胞 癌 が疑 われ

た.

腹 部CTス キ ャ ン:左 腎 に径3cm,内 部 が不 均一

に造影 され る充実性腫瘍の他 に,矢 印で示す ように径

lcmの 造 影 される腫瘍 も認 めた(Fig.1).

以 上 よ り左多発性腎細胞癌 と診断 して,1998年ll月

30日,全 身麻酔下に根治的腎摘 除術 を施行 した.摘 除

標本 は,重 量330g,腎 上 部 に径3cmとlcmの 腫
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 Fig. 1. The enhanced computerized tomo-

        graph with contrast medium showed 
         hypervascular tumors measuring 3.0 

        cm and  1.0  cm (arrow) in the left kid-
           ney.
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瘍 を認め,そ れ以外 に径0.8cmの 腫 瘍 も認 めた.割

面 は黄色 で一部 は壊死 していた.摘 除標本の連続切片

で,さ らに径0.5cmの 腫 瘍 を認めた.

病 理組織学 的診断:肉 眼的 に確 認できた4個 の腫瘍

は,腎 細胞癌,淡 明細胞癌,G2で あ った(Fig、2).

連 続 切片の顕微 鏡的検索 で,径lmmほ どの大 きさ

で淡明細胞 が胞巣状 に集 まっている像 を47ヵ 所 に認

め,腎 全体にびまん性 に存在 した.軽 度の核異型 もあ

り,腎 細胞癌,淡 明細胞癌Glと 診断 した(Fig.3).

術 後 は,順 調 に経過 し,1998年12月15日,当 科 を退

院 した.1999年9月1日 現在,再 発を認めていない.

考 察

術前か ら一側多発性腎細胞癌 と診断され る頻度 は,

ChengらDの100例 中2例(2%),Jacqminら2)の

257例 中9例(3.5%),Kletscherら3>の100例 中7例

(7%)で あ る.三 原 ら4)の 報 告で は,腹 部超音波検

査 による住民検診で,130例 の腎細胞癌 を認め,そ の

うち,4例(3.1%)は,術 前 に一側 多発性腎細胞癌
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Fig.3.Oneofthe47microscopictumors

showedclearcellcarcinomagradel

pathologically(originalmagnification

×150)andthesamewasfoundinthe

other46smalltumors.

と診断 された.以 上 より,検 診 で発見 される腎細胞癌

の頻度4・5)は,0.02～O.07%で あ るが,一 側多発性 腎

細胞癌 と術前 に診断 される頻度 は,2～7%で あ り,

お よそ100倍 高 い,こ のこ とは,腎 細 胞癌 は多発性 に

発生 す る とい う素地 が,既 に存 在す るこ とを示唆 す

る.そ の原因と して考 えられるのが,腎 細胞癌 に随伴

す る微小 腎細胞癌の存在 である.摘 除標本の連続割面

の検索では,こ れ までの報告 をい くつか まとめ ると,

1,653例 中147例(平 均8.9%,各 報 告 の 頻 度5.O～

19.7%)に 随 伴性腫瘍 を認め る6'[1)今 回 のわれわれ

の報告で は,術 前 に2個,連 続割面の肉眼的検索 で,

さ らに2個,顕 微 鏡的検索で,さ らに47個 の 腎細胞癌

を認め,合 計51個 が存在 した。微小 腎細胞癌 も含 めた

多発性腎細胞癌 の数 は,Mukamelら6)は 最 大7個,

Gohjiら10)は 最 大20個 の 存在 を確 認 して いるが,今

回の われわれの ように51個 の存在 を認 めた報告 は な

い.

随伴性腎細胞癌 の存在 を予測 しうる病理組織学的因

子 は,現 在 の ところ確 定 されて いない12)ま た,今

回のように,術 前 に既 に一側 多発性 腎細胞癌が明 らか

な症例で は,散 在性の単発 症例 と比較 して,随 伴す る

微小 腎細胞癌 の頻度 は高いのか?こ の答 えを見つ ける

ために,報 告 論文 を検討 したが,症 例数が少 ない ため

傾 向 も見 出せ なかった.

癌 は遺伝子変化 の積み重 ねか ら発生す ることは,明

らかである.そ の遺伝子変化 を調べ るこ とによ り,そ

の起 源 をさぐるこ とが可能であ る,Miyakeら は,主

腫瘍 と随伴性 腎細胞 につ いて,18個 のmicrosatellite

probeを 用 いて,LOHの 有 無 を検討 した.10例 中8

例 は,18個 すべ てのprobeで,完 全 な一致 を認 め,2

例 は,18個 中17個 のprobeで 完 全一致 したが,そ れ

ぞれ1個 のprobeでLOHを 認 めた.こ の ことよ り,

随伴性腎細胞癌 は,主 腫瘍か ら転移巣で ある可能性が

高 い と結論 づ けた13)し か し,随 伴 性腎 細胞癌 を有

す る多発症例 と単発症例 との問での予後 の比較 をす る

と,有 意差 を認 めなかった こ とよ り14),本 当 に転移

なのか疑 問が残 る.わ れわれ も随伴性 腎細胞癌 の起源

を解析す るために,VHL遺 伝 子の異常 につ いて解析

を進めている.

結 語

術前診断で2個,摘 除標本の肉眼的所見でさらに2

個,顕 微鏡的所見で47個,全 体で51個の腎細胞癌を認

めた1例 を経験 した.

なお,こ の論文の要旨は,第167回 日本泌尿器科学会関西

地方会で発表 した.
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